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 ２月５日、トランプ大統領は上下両院議員を前

に行った一般教書演説で２月２７日～２８日、ベ

トナムで２回目の朝米首脳会談を開くと明らかに

しました。その後、会談場所がハノイであること

が明らかになり、何事もなければ予定通り２回目

の朝米首脳会談が開催されます。今回の首脳会談

の意義と行方について述べてみたいと思います。 

 なぜベトナムのハノイなのかについては、いろ

いろな解説がありますが、朝米共に大使館を置い

ていることが一番の理由です。ベトナムは朝鮮に

とって決して居心地の良い

ところではありません。ベ

トナム戦争当時、朝鮮は空

軍兵士を中心に援軍を送

り、ベトナムには朝鮮の戦

死者の陵があります。しか

し終戦後、ベトナムは米国

と１９９５年に国交を回復

して朝鮮制裁に加わりま

す。中国と国境紛争を抱

え、南沙諸島の領有権を争っていたベトナムの一

つの選択でした。そんなわけでベトナムは朝鮮に

とって地の利があるとはいえません。ただ金日成

主席とホー・チ・ミン主席の旧交を記憶するベト

ナム指導者は、未だ健在だとも言われています。 

 ２回目の朝米首脳会談の用意を整えるため、ビ

ーガン朝鮮担当特別代表がピョンヤンで朝鮮側の

金赫哲（ｷﾑ･ﾋｮｸﾁｮﾙ）特別代表と３日間の協議を

行い、首脳会談までに両代表が再度協議を行う方

針が明らかなりました。実務会談後、ビーガン代

表はトランプ大統領に報告した後、康京和（ｶﾝ･

ｷﾞｮﾝﾌｧ）外交部長官に会談内容を伝えたものと思

われます。最近のニュースでは、ハノイで再度実

務協議を行うと伝えています。ＣＮＮによるとビ

ーガン代表は１月３１日、スタンフォード大学で

講演し「米国が朝鮮を侵略することはない」と述

べ、また朝鮮戦争の正式な終結に向けた米国の意

欲を強く示唆したとみられる発言もありました。

「トランプ大統領には、この戦争を終わらせる用

意がある」と言及。「朝鮮を侵略したり、政権転

覆を試みたりすることはない」と強調しました。

そのうえで「私も大統領も、７０年にわたる朝鮮

半島の戦争と敵対状態を過去のものにする時がき

たと確信している。この紛争をこれ以上長引かせ

る理由はない」と述べたと報じています。 

 サンフランシスコ講和条約が冷戦の始まりとす

れば、朝鮮戦争終結宣言はアジアで冷戦が完全に

終わったことを意味します。したがって東アジア

（南・北・米・中・露・

日）の新たな平和体制の構

築が急がれています。その

始まりが今回の首脳会談で

す。朝鮮半島の非核化は朝

米の約束ですが、関係国約 

２０億の人民の平和と繁栄

につながる重要な会談で

す。トランプ大統領は「急

がない」と再三言及してい

るので信頼関係の構築には、今しばらく時間がか

かることでしょう。 

 朝米関係の行方は南北問題にも重要な問題で

す。文在寅大統領は朝鮮が求めている「相応措置

について協力する用意がある」と、トランプ大統

領との電話会談で伝えた事が明らかになりまし

た。金剛山観光の再開が有力で可能性が高いと言

われています。 

一方、駐韓米軍の撤退を朝鮮側が要求するので

はないかとの観測が流れていますが、私はその可

能性は低いと見ています。駐韓米軍問題は韓米相

互防衛条約に基づくもので、韓国が決めるべき問

題との認識が南北首脳間で合意されており、相互

尊重の精神が南北間の基本認識だと思っていま

す。今回の首脳会談で朝米間に代表者の相互派遣

が検討されているとも伝えられる中、対話基調が

定着するのを実感することになるでしょう。 

（鐵） 
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朝鮮半島情勢の大転換を活かし、 

韓日連帯運動をより強化しよう！ 

連帯の夕べ 

 ２０１９年、韓日民衆連帯運動で朝鮮半島の平

和・繁栄をより前進させていくため、韓統連大阪

本部主催で「連帯の夕べ」が２月３日（日）、Ｋ

ＣＣ会館（大阪市生野区）で開催され、会員、民

族団体代表、日本の労働組合及び市民団体代表な

どが参加した。 

 夕べでは、金隆司（ｷﾑ･ﾕﾝｻ）韓統連大阪本部代

表委員が主催者挨拶を通じ「昨年は３度にわたる

南北首脳会談と初の朝米首脳会談が開催され、朝

鮮半島の冷戦の壁が崩れた年でした」と述べなが

ら、「今年は昨年以上に朝鮮半島情勢はダイナミ

ックに進むでしよう。今日の夕べが、今年の韓日

連帯運動の出発点として有意義な一時にしていき

ましょう」と語った。 

▲連帯の夕べには多くの同胞・日本人が参加した 

続いて、日韓平和連帯顧問の永久睦子さん、在

日韓国良心囚同友会代表の李哲さんから連帯挨拶

が行われた後、李鐵（ｲ･ﾁｮﾙ）韓統連大阪本部常

任顧問が乾杯挨拶を行った。 

 その後、各テーブルでは食事を交えながら、参

加者間の親睦と交流が深められる中、映像資料

「２０１８年情勢と韓統連大阪本部の主な活動を

振り返る」が上映されるとともに、各団体代表か

らのスピーチを受け、韓日連帯運動をより強化し

て朝鮮半島の平和統一、東アジアの平和を実現さ

せる決意が語られた。 

 また夕べでは、金昌範（ｷﾑ･ﾁｬﾝﾎﾞﾑ）韓統連生

野支部代表委員による文化発表と金隆司代表委員

から、３・１独立運動１００周年韓統連母国訪問

団の紹介が行われ、最後に、金昌五（ｷﾑ･ﾁｬﾝｵ）

韓統連大阪本部副代表が閉会挨拶を行い、連帯の

夕べは終了した。 

３・１独立運動１００周年事業と 

韓統連母国訪問事業を成功させよう！ 

韓統連関西地協活動者会議 

 ３・１独立運動１００周年南北共同行事と韓統

連母国訪問団を目前に控え、韓統連中央本部主催

で「３・１独立運動１００周年事業を成功させよ

う！２０１９年韓統連関西地協活動者会議」が２

月１７日（日）、学働館（大阪市西区）で開かれ

た。 

 活動者会議では最初に、金隆司 韓統連大阪本

部代表委員が開会挨拶を行い「今日の活動者会議

で全体認識を共有し、国内で進めれている３・１

運動１００周年事業、そして韓統連母国訪問団を

意義あるものにしていこう」と語った。 

 次に映像資料が上映された後、宋世一（ｿﾝ･ｾｲ

ﾙ）韓統連中央本部副議長から、第２回朝米首脳

会談に向けた情勢、３・１独立運動の経緯と歴史

的意義、韓統連母国訪問団などに関する報告を受

けた。 

宋副議長は「３・１独立運動は自主独立を求め

て民衆が闘った。私たちはその精神を継承しなが

ら自主統一を実現しよう」と語った。 

 そして韓統連母国訪問団について「国内の多く

の進歩団体・人士が私たちを迎えてくれる。１５

年ぶりの母国訪問事業を必ず成功させよう」と訴

えた。 

 報告終了後は、活発な質疑応答と趙暎和（ﾁｮ･ﾖ

ﾝﾌｧ）韓青大阪府本部委員長、孫啓榮（ｿﾝ･ｹﾞﾖﾝ）

本部常任委員が決意表明を行い、最後に崔孝行

（ﾁｪ･ﾋｮﾍﾝ）韓統連兵庫本部代表委員が閉会挨拶

を行い、活動者会議は終了した。 

 

政府だけに外交を任せるのではなく、 

可能な分野から交流を広げることが重要 

日朝市民連帯・大阪第５回総会 

 韓統連大阪本部が加盟している日朝国交正常化

の早期実現を求める市民連帯・大阪（日朝市民連

帯・大阪）第５回総会が２月２１日（木）、エル

おおさか（大阪市中央区）で開かれた、 

 総会では初めに、日朝市民連帯・大阪共同代表

の大野進さんが開催挨拶を通じ「２月２７日から

の第２回朝米首脳会談では大きな進展が期待でき

る。このような情勢を活かして、日朝国交正常化

の実現を安倍政権に突きつけていこう」と語った。 
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 次に昨年の活動報告、会計報告、２０１９年度

活動方針案が一括して提案され、確認された後、 

「南北関係・朝米関係を見る視点」をテーマに、

大谷大学文学部助教の森類臣（もり・ともおみ）

さん記念講演を行った。 

▲朝米・日朝関係などについて講演を行う森類臣さん 

森さんは最初に、昨年の南北首脳会談で発表さ

れた板門店宣言について「過去の南北間合意と対

話過程を踏まえた総合的・包括的な合意」と述べ

なるとともに「その後の朝米シンガポール共同声

明の基礎になっている」と指摘した。 

 続いて、第１回朝米首脳会談に関して「韓米両

首脳が会談して、共同声明を発表したことに重み

があり、米国が当事者として朝鮮戦争の終結など

に直接乗り出している。信頼構築プロセスの第一

歩だ」評価した。 

そして、現在の日朝関係について「安倍政権は

拉致問題の解決なくして国交正常化はないという

原則に固執している。しかし朝鮮半島情勢は好転

している。この状況を活かして政府だけに外交を

任せるのではなく、市民外交の発想で可能な分野

からの交流を広げていくことが重要」と語った。 

 講演終了後は活発な質疑応答と全日建連帯労組

近畿地方本部執行委員長の垣沼陽輔さんから連帯

アピールが行われ、最後に日朝市民連帯・大阪共

同代表の長崎由美子さんが閉会挨拶を行い、第５

回総会は終了した。 

 

今、朝鮮半島の恒久的平和体制と 

統一の道が開かれている 

３・１独立運動１００周年２・２３大阪集会 

 ３・１独立運動１００周年を迎え「３・１独立

運動１００周年・朝鮮戦争の終結と東アジアの恒

久平和の実現を目指す２・２３大阪集会（主催：

同実行委員会）」は２月２３日（土）、エルおお

さか南館ホールで開かれ、多くの在日同胞、日本

人が参加した。 

 集会では、日韓平和連帯共同代表の山元一英さ

んの主催者挨拶とビデオ「ドキュメンタリー３・

１独立運動」が上映された後、韓国から招いたコ

リア・インターナショナル・ピースフォーラム共

同代表の柳炅完（ﾘｭｳ･ｷﾞｮﾝﾜﾝ）さんが講演を行っ

た。 

 柳さんは初めに「３・１独立運動から１００年

を迎えた今、朝鮮半島の戦争の危機が除去され、

自主統一の道が開けている」と語った。特に２月

末に開かれる第２回朝米首脳会談で「昨年の朝米

シンガポール共同声明をより前進させた▲朝米関

係の正常化▲朝鮮半島の平和体制▲朝鮮半島の完

全な非核化について具体的合意がなされるだろ

う」と指摘するとともに、その後に展望される金

正恩（ｷﾑ･ｼﾞｮﾝｳﾝ）国務委員長のソウル訪問と南

北首脳会談によって分断の壁を崩すことになるだ

ろう」と語った。 

▲講演する柳炅完さん 

 そして最後に「安倍政権は３・１独立運動１０

０周年を契機に、“慰安婦”問題をはじめ過去清

算をしっかり行い、朝鮮半島の平和統一を支持し

なければならない」と訴えた。 

 講演終了後には質疑応答と▲日本軍「慰安婦」

問題について▲朝鮮学校問題について▲徴用工問

題についてのリレートーク、集会決議案の朗読・

採択が行われ、最後に大阪全労協事務局長の竹林

隆さんが集会まとめを行い、大阪集会は終了した。 
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<次代を担う若者たち> 

－韓青大阪本部 活動紹介－ 
アンニョンハシムニカ。韓青大阪本部の趙暎和

（ﾁｮ･ﾖﾝﾌｧ）です。 

今回は、去る２月９日から１１日の２泊３日に

かけて行われた冬期講習会のご報告です。 

今回の講習会の舞台は京都でした。冬の京都と

いえば、かなり寒いイメージしかないんです

が・・・やはり予想通り寒かったです（笑）。 

 今回の冬期講習会の目玉は何といっても約１０

年ぶりの国内青年との交流。昨年８月にソウルで

行われた夏期講習会で出会ったチョン・ジョンソ

ン韓国青年連帯代表をはじめとする国内の同志た

ちが、今回は日本の京都で私たちと合流し、ほぼ

全日程を共にすることができました。 

▲冬期講習会参加者全員での記念写真 

１日目の夜に行われた班別企画で「民族的に生

きる」をテーマにしたグループワークにも参加し

て頂きましたが、国内から参加されたシン・エル

ラ京畿青年連帯議長は「大韓民国で暮らす私たち

にとってとても、自然で特に立ち止まって考える

こともなかった私が、このようなグループワーク

に参加すること自体とても恥ずかしかった。異国

の地で自らの民族性を守ろうと必死に取り組んで

いる同胞青年の姿は本当に感動的だった」との感

想を仰っていました。 

 ２日目は韓青に来て間もない青年たちに、韓青

の取り組みを知ってもらおうと歴史学習会、ウリ

マル（母国語）教室、律動体験といった企画が行

われ、参加者一人一人の一生懸命な姿がとても印

象的でした。 

メイン企画の「パーティー＆文化マダン」は在

日大韓基督教団京都教会が場所を提供してくださ

り、新たに合流した国内青年による歌と律動で大

いに盛り上がりました。私たち韓青もサムルノリ、

ソルチャンゴ、律動などを発表し、会場は一体と

なってハンマダンを繰り広げました。 

▲韓国から参加した青年たちによる歌と律動 

教会では飲酒禁止だったのでお酒は宿舎に戻り、

わが民族の明るい未来について語り合いながら夜

通し飲み明かしました。 

 最終日には、キム・ソンギョン民衆党共同代表

による貴重な講演があり、民衆党の主な政策、文

在寅政権に対する評価、在日同胞政策など真摯な

意見交換も行われました。 

 今回、私たちの冬期講習会のために物心両面に

渡ってご支援を頂いた、韓統連大阪本部をはじめ

先輩方の皆さまに心より感謝申し上げ、今後とも

より一層の運動の前進のためにまい進していくこ

とを誓いながら、私からの報告とさせていただき

ます。 
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チンチャ・コリア（本当の韓国）ツアーに同行して 
金昌五（ｷﾑ･ﾁｬﾝｵ） 

今回のツアーは、その企画段階からツアーの全

行程まで孫美姫（ｿﾝ･ﾐﾋ）さんに随分とお世話に

なった。彼女との最初の出会いは、私が韓青（在

日韓国青年同盟）中央本部の委員長だった１９９

４年のことだ。韓国の青年団体代表団を日本に招

待して、在日韓国人青年との交流事業を行った。

その時の代表団の一人が、当時、釜山民主青年会

の会長をしていた孫美姫さんだった。私にとって

最も古くからの韓国の友人

だ。彼女はいまだに私のこ

とを「チャンオ・イオンジ

ャン（昌五委員長）」と呼

ぶ。ちなみに、その後、彼

女と結婚することになる韓

忠穆（ﾊﾝ･ﾁｭﾝﾓｸ）さんは当

時、韓国青年運動のリーダ

ーで、何回目かの獄中生活

を送っていた。初日の講演

の講師を担当してくれたの

がこのお二人だ。 

 南営洞対共分室を案内してくれた金学奎（ｷﾑ･ﾊ

ｯｷｭ）さんとは、今回初めて出会った。ち密に計

算されつくした拷問調査のための建物の構造と、

そこで行われた拷問の実態を克明に解説してくれ

た。１９８７年に、まさにその場所で水拷問によ

って亡くなった朴鐘哲（ﾊﾟｸ･ｼﾞｮﾝﾁｮﾙ）君とソウ

ル大学の同期生だったという。淡々と、時にはユ

ーモアも交えて語ってくれた姿がとても印象的だ

ったが、彼が学友の死を涙なしに語れるようにな

るまでに何年の歳月を要したのだろう。 

 仁川空港の出迎えに始まり、ツアーのほぼすべ

てに同行してくれた柳炅完（ﾘｭｳ･ｷﾞｮﾝﾜﾝ）さんと

も旧知の間柄だが、彼は朴鐘哲君のソウル大学の

一年先輩だ。彼もそこで実際に拷問を受けた経験

があるという。特殊な拷問器具を設置した、広さ

が２倍の調査室（という名の拷問室）が二部屋あ

るとの説明を受けたが、彼は「僕たちはその部屋

のことをＶＩＰルームと呼んでいました」と笑顔

で話していた。彼は恐ろしい拷問をどんな思いで

耐え抜いたのだろう。体の傷は癒えたのだろうか。

心の中の深い傷が消える日は来るのだろうか。 

 チンチャ・コリアツアーの目的は、学校では教

えて来られなかった過去の歴史と、新聞やテレビ

では伝えてくれない韓国民衆の闘いを、その現場

で生き生きと学ぶことだ。そこには、その歴史を

背負い、その現実を生きている人々との出会いが

ある。彼、彼女らとの出会いを通して、本当の韓

国を知るのだ。どこかで見た何かよりも、どこか

で食べたどんな美味しい料

理よりも、そこでともにす

ごした人々との出会いが最

も印象深いのはそのためだ。 

 チンチャ・コリアツアー

のもう一つの目的は、韓国

の友人たちに日本の友人と

の出会いの機会を与えるこ

とだ。韓国の学校では教え

てこられなかった日本、韓

国の新聞・テレビでは伝え

てくれない日本。過去の歴

史と真摯に向き合い、人権と民主主義と平和のた

めに懸命に生きる日本の友人たちとの出会い。彼、

彼女らにとっても「チンチャ・ジャパン（本当の

日本）」を知るかけがえのない機会なのだ。お互

いが求め合った出会いだからこそ、初めて会った

ばかりなのに、あんなにも短い時間であんなにも

仲良くなれたのだ。 

 チンチャ・コリアツアーを終える度に、暗黒の

時代に労働者の解放をうたい続けた朴労解（ﾊﾟｸ･

ﾉﾍ）の詩「再び」を思い出す。 

「希望に満ちた人は、その人自身が希望だ。道を

求める人は、その人自身が新しい道だ。とても良

い人は、その人自身がすでに良い世の中だ。すべ

ては人の中にある。すべては人から始まる。再び、

人こそが希望だ」 

忘れがたい旅だった。チンチャ・コリアツアー

で出会ったすべての人々に、心から感謝の気持ち

を込めて、「かけがえのない素敵な出会いをあり

がとう！」 

▲企画からツアー期間中、お世話になった孫美姫さん 

国際女性年大阪連絡会が、昨年１１月に４５周年記念事業として「キャンドル革命の地を訪ねて－チ

ンチャ・コリア（本当の韓国）を知るツアー」を行いました。とても意義深く感動的な２泊３日の旅の

記録が２月２３日に発刊されました。ここでは、報告集に記載された金昌五副代表の原稿を転載させて

頂きました。 
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◆◆映画紹介◆◆ 

アイキャンスピーク 
どうしても言いたいことがある 

 ２０１７年の秋に公開されたこの映画。重いテ

ーマでありながら、明るいコメディタッチで一人

の日本軍「慰安婦」ハルモニ（お婆さん）の人物

像を描いた今作は、韓国内で３２８万人の観客を

動員した話題作となった。 

区役所の職員たちから「妖怪婆さ

ん（トｯケビ・ハルメ）」と恐れられ

るナ・オクプン。社会の不正を見過

ごせない彼女は、町内を見回っては

毎日のように区役所に苦情を申し立

てに来る。今までの請願が８千件を

こえるモンスター・クレイマーだ。 

 そんな彼女に対応することになっ

たのが、新たに区役所に赴任してき

た公務員パク・ミンジェ。原則を徹

底して守る彼は、オクプンに形式通

りに請願書を書かせ、窓口の順番を守らせ、真正

面から彼女に立ち向かっていく。 

 奇妙な信頼関係を築きつつあった二人だったが、

ふとした偶然からミンジェが英語に堪能であるこ

とを知ったオクプンは、「ぜひとも英語を教えて

ほしい」とミンジェに頼みこんできた。それはア

メリカに養子にいった弟と電話で話したいという

理由だったが、オクプンの熱心な英語の勉強は、

やがて彼女の誰にも言えなかった過去へと絡まっ

ていく。 

映画の終盤、オクプンはアメリカ議会の決議を

得るために「慰安婦」聴聞会の演壇に立つ。日本

軍「慰安婦」だった自らの思いの丈を込めた韓国

語による告白、そして日本軍による非人道的な犯

罪行為を世界に対して訴える英語の演説

を、アメリカの議員たちの前で堂々と述

べる。 

この話は２００７年の米下院１２１号

決議が基になっている。日本政府に対し

日本軍「慰安婦」被害者への公式謝罪と

歴史的責任を求めた決議だ。この審議に

おいて行われたイ・ヨンスハルモニの証

言が、オクプンの演説のモデルになった。 

タイトルの「アイ・キャン・スピー

ク」の言葉は、けっして語学力のことだ

けを言っているわけではない。自らの主張を伝え

る勇気があってこそ、言葉は発せられるという二

重の意味となっている。映画を通して見る「慰安

婦」被害者のオクプンハルモニは、けっして「か

わいそうな弱者」ではなく、胸に辛い過去を抱え

ながらも勇気をもって明るく生きるたくましいお

婆さんだ。この映画は「慰安婦」問題をより身近

に理解する一助になるだろう。（好） 

 

◆行事案内◆ 

第２回朝米首脳会談とソウル南北首脳会談を支持する集会 
日時：３月３１日（日）午後１時３０分 受付／午後２時 開会 

場所：国労会館（ＪＲ環状線“天満”駅下車徒歩５分） 

内容：情勢講演「第２回朝米首脳会談の意義と今後の展望」 

     講師：金昌五(ｷﾑ･ﾁｬﾝｵ)韓統連大阪本部副代表委員 

    ３・１独立運動１００周年韓統連母国訪問団報告 

参加費：８００円 

主催：韓統連大阪本部 ＴＥＬ０６－６７１１－６３７７ 

 

編集後記 

 次号は第２回朝米首脳会談の結果、３・１独立運動１００周年事業と韓統連母国訪問団の報告を中心に

掲載します。お楽しみに。                           （ソン） 
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